
 

第 115 号  2020 年２月 20 日発行 島田療育センター支援部ピコピコルーム  

https://www.shimada-ryoiku.or.jp/tama/intro/pikopiko.html 

iPad でプリクラ作成 
昨年 9 月 14 日（土）に開催した「わいわい祭り 2019」、ピコピコル

ームは例年通りのゲームコーナーを用意して参加者の皆さんに楽しん

でいただきました。内容としてはピコピコルームによる「iPad でプリク

ラ」「1 スイッチでマリオ」、情報ボランティア障害者支援の会による「電

動水鉄砲で景品ゲット」「支援機器展示」などです。 

プリクラコーナーはここ数年続けている人気のあるブースです。

iPad で撮影した写真に飾り付けをして最後はプリントシール用紙に印

刷してお渡ししました。わいわい祭りに参加した記念に、思い思いのポ

ーズで写真を撮影されていました。プリクラの印刷を待っている間に

は、マリオのゲームを楽しんだり、電動水鉄砲を操作したりと、皆さん時

間を有効に使って楽しんでいただいていました。 

さて、今回はこの「iPad でプリクラ」で使ったアプリについて紹介し

たいと思います。プリクラ用の写真撮影と飾り付けには「Perfect 

Image」というアプリを使用しています。写真の撮影後、落書き、フィル

ター、スタンプなどで飾り付けることができるアプリです。とても高機能

なアプリなのですが、あまり飾り付けに凝りすぎると待ち時間が長くな

ってしまうので、今回はシンプルに「わいわい祭り 2019」という文字を

入れたり、少し枠をつけたりと簡単なものにしました。 

仕上がった写真はインクジェットプリンタでプリントシール用紙に印

刷します。エーワンやエレコムなどシール用紙を販売している会社が、印

刷用のアプリも提供しています。今回はエーワンのシール用紙を使用し

たので、エーワンの「ラベル屋さん 写真シールプリント」というアプリを

使いました。アプリで使用する用紙を選び、先程完成させた写真を割り

付けて印刷ボタンを押せば完成！プリンタは Air Print 対応のものを

用意すればワイヤレスで印刷できちゃいます。 

今回は「Perfect Image」を使いましたが、他にも「LINE カメラ」

や「B612」といった写真加工のアプリが数多く存在していますので、気

に入ったアプリを使って作ってみてくださいね。（神田） 

 

 

わいわい祭りではプリクラの作成や大画面

のゲームで盛り上がりました。 

アプリ「Perfect Image」では、写真の 

撮影と飾り付けをすることができます。 

飾り付けた写真を「ラベル屋さん写真シー

ルプリント」で割付け、シールに印刷します。 



 

 

「ピコピコルーム」は、島田療育センターの利用者（入所･外来）の皆様方が、パソコンやタブレットなどの IT 機器やスイッチ、ソフトを

利用して、興味を拡げたり、遊んだり、コミュニケーションの道具として活用を進めるための部署です。  

島田療育センター 支援部ピコピコルームとは？ ピコピコルームについて 

意思決定支援とＩＣＴＰａｒｔ３ 

2000 年度国の「障害児の情報バリアフリーを促進しＩＴ革命による情

報通信の利便を在宅の障害児が等しく享受できる環境づくりを始める」と

の通達があり、東京都から「障害児情報バリアフリー設備整備事情が始め

られました。島田療育センターでは「ＩＴワーキンググループ」が設置され、

島田療育センター後援会の協力のもと「ピコピコルーム」が設立しました。

その後、試行錯誤を繰り返しながら在宅や入所利用者の皆様が生活の中

で興味関心を拡げ、他者とのコミュニケーションツールとしてのＩＴ機器を

活用しやすい環境作りを続けてきました。 

 

現在、ピコピコルームには、トーキングエイド、レッツチャット、多種のスイ

ッチとディスプレイの他、様々なマウスや最近広く活用されているタブレッ

トと周辺機器、数多くのアプリケーションを用意しています。 

ＩＴ機器の活用は、使用する利用者のニーズと障害特性に応じた個別の

支援が求められます。ご本人の楽な姿勢とそれに応じた機器の配置、どん

なスイッチを選択するかも大切な支援の一つになります。 

 

右の写真は、視線入力装置を活用している場面の様子になります。 

丁寧なアセスメントと活用のための訓練を経過後、文字の入力方法を獲

得した事例になります。意思の表出が明確になり、意思決定支援につなが

る活用例となっています。 

 

右の写真は、スイッチを活用した利用者様の様子になります。 

黄色の丸いスイッチにはなかなか手が伸びにくいですが、棒状のスイッチ

はご自分で手を伸ばして犬の鳴き声を聞いて喜んでいらっしゃいます。 

（清水） 
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ピコピコルームの入口に展示されているコミュ

ニケーション機器 。実際に使用感を確かめて

から導入を検討できる。 

通常のマウス操作が難しい方向けの、ジョイ 

スティック型の代替マウス（右）。 

近年では iPad（左）の利用も多くなっている。 

近年ニーズの高まっている視線入力装置の 

利用場面。 

利用者様の状態、動き、好みに合わせて 

スイッチを選定することが大切。 


